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◇炎症性腸疾患(IBD)料 理教室
[目　　 的]
　教育 ・研究機 関 と しての機能 を生 か し、疾患 のあ る方 々の療養 をサポー トす る とともに、管
理栄養士 を 目指す学生 が、患者 の方 々 との交流 の中で、専 門職 としての役割 を学ぶ ことを 目的
とす る。
[内　　容]
実施日
7月26日(土)
内容と講師名
IBD料 理教室
講師:辻 　秀美氏(京 都大学栄養管理室
　　　管理栄養士)
対象者
京都府IBD友 の
会会員及び家族
開催場所
大学調理室
食堂
事例 紹介
　IBD(lnflammatory　 Bowel　 Disease)と は炎症性腸 疾患 の略で、小 腸 を中心 とす る クロー
ン病 と潰瘍 性大腸炎 にわ け られ る。現在 のところ原因不明で根本 的な治療法 が確立 して いない
ため、厚生労働省 の難病 に指定 されて いる。一般 の疾患 とは異な り、何 らかの免疫異 常 によ り
発症 し、下血、下痢、腹痛、発熱な ど重篤 な炎症 を伴 う。我が国で は食生活の欧米化 に伴 い、
若年者 に増加 している。症状 は一時的 に鎮静化す る ことはある ものの完治 しに くいた め、精神
的な援助 も必要 とす る。
　昨年度、 「京都IBD友 の会」 か ら京大病 院栄養管理 室を通 して、本 学食物 栄養学科 に料理教
室実施 の依頼 があ り、今年 で2年 目となる。 その趣 旨は、調理実習 を通 して、会員 同士 の絆を
強 める ことと、 また学生 が難病患者 の気持 ちを、 しっか りと受 け止 め られ る管理栄養 士 に育 っ
て欲 しい との思 いか ら企画 してい る。 この疾患 の食事療法 は低脂肪、低食物繊維食 を基本 とす
る。 昨年度 は学生 が油 を使 わない中華料理 で企画 を行 い好評 であ った。今年 は参加者 の希望 に
従 い、「日頃食べた くて も食べ られない料理」 を取 り入れ、下記 の献立 に示 した西洋料理 にな っ
た。食材 や調理法 を工夫 して、油 の使用 を制 限 して も同 じ風 味、食感 の料理 に仕上 げる ことが
でき、 また、参加者 の体調 を考 え簡単 に調理 で きるように工夫 した。大学 院、学部学生4名 、
京大 病院栄養 管理 室 ・管理栄養 士3名 、 栄養 ク リニ ックス タ ッフ4名 で準備 し、IBD友 の会
会員15名 を迎 え、4班 に分 かれてお互 い に協 力 して実習 を行 った。
　 当 日は炎天下 で、おんな坂を 自転車 で来 られた方 もお られ、体調 を心配 した。男性 が多 か っ
たに もかかわ らず、皆 さんが積極 的 に作 業を し、隣の班 と見比べなが ら妙 め物 を作 った りして、
「難 しいと思 っていた料理が こんなに簡単 にできた」、「油 を使 わないグラタ ンなのに コクが あっ
てお い しい」 と参加者 か ら歓喜 の声が上 っていた。 また、 タ ピオカゼ リーを初 めて食 べ、「は
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ま って しま った」 と完食 された方 もお られた。 参加者 の中には、 「普段、怖 くて他人 の作 った
料理 は食べ られ ない」、 「料理の技術 が ないので、 いつ も同 じものばか り作 って食べてい る」 と
お っ しゃ られ る方 も居 られ たが、 「今 日は料 理 の内容を よ く理 解 して安心 して食 べ られ た」、
「仲 間や学生 と楽 しい時間が もてた」 な どの感想 を聞 くことができた。
　試食会 の後 に意見の交換 を行 い、会員か らの質問 に答 えてあげ られた こと もよか った。学生
や スタ ッフに とって も患者が 日頃、食事 に対 して どんな思 いを抱 いて いるのか、 生の声を聞 く
ことがで き、大変有意義 な時間 を共有す ることができた。
　今後 は栄養 ク リニ ックの施設 を用 いて、少人数 の教室 を定期的 に開催 し、料理の基礎 技術 を
学ん だ り、会員 が気楽 に集 う交流 の場 を提供す るの も喜 ばれるので はな いか と考え る。
　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　 (高 岡、木戸)
献立 内容
　 サ フラ ンライス
　 鮭 グラタ ン
　 か ほちゃのサ ラダ
　 コ ンソメスー プ
　 プチプチタ ピオ カゼ リー
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